
京都市屋外広告物等に関する条例施行規則の一部を改正する規則を公布する。 

  平成２３年 ３月３１日 

京都市長 門川大作 

京都市規則第１３８号 

   京都市屋外広告物等に関する条例施行規則の一部を改正する規則 

京都市屋外広告物等に関する条例施行規則の一部を次のように改正する。 

第４条第７号中「別表第４」を「別表第７」に改める。 

第１０条第１号中「はり紙」を「貼り紙」に，「はり札」を「貼り札」に改める。 

第１４条中第４項を第６項とし，第３項を第５項とし，第２項の次に次の２項を加える。 

３ 条例第１０条第１項第６号に規定する別に定める事項（条例第９条第１項の規定によ

る許可に係るものに限る。）は，屋外広告物の表示又は掲出物件の設置に関する工事の

請負人又は請負契約によらないで自らその工事をする者の氏名及び住所（法人にあって

は，その名称及び代表者名並びに主たる事務所の所在地。次項において同じ。）並びに

条例第３６条の２第１項に規定する登録番号（条例第３５条第１項の登録を受けた者に

限る。）とする。 

４ 条例第１０条第２項に規定する別に定める事項は，屋外広告物又は掲出物件の規模，

形態又は意匠の変更に関する工事の請負人又は請負契約によらないで自らその工事をす

る者の氏名及び住所並びに条例第３６条の２第１項に規定する登録番号（条例第３５条

第１項の登録を受けた者に限る。）とする。 

第２２条第1号中「可変表示式屋外広告物及びその掲出物件」を「もの及び景観上支障

がないものとして市長が指定するもの」に改め，同条第２号ア中「場合」の右に「及び他

の可変表示式屋外広告物又はその掲出物件が景観上支障がないものとして市長が指定する

ものである場合」を加え，同号イ中「の面積が２平方メートルを超える」を「がアに掲げ

るもの以外のものである」に改める。 

第２３条を次のように改める。 

（許可基準の技術的細目） 

第２３条 条例第１１条第２項に規定する技術的細目のうち同条第１項第２号に関するも

のは，別表第３ １に掲げるとおりとする。 

２ 条例第１１条第２項に規定する技術的細目のうち同条第１項第４号に関するものは，

別表第３ ２，別表第４及び別表第５に掲げるとおりとする。 



第３６条中「別表第４」を「別表第６」に改める。 

第４８条第２項及び第３項中「別表第５」を「別表第７」に改める。 

別表第３ １建築物等定着型屋外広告物等の項に次の１号を加える。 

  写真等の表示にあっては，次に掲げる基準に適合していること。 

ア 最上部の高さが１０メートルを超えないこと。ただし，市長が指定するものにつ

いては，この限りでない。 

イ 面積が１０平方メートルを超えるものにあっては，次に掲げる基準に適合してい

ること。 

 (ア) １の立面に表示する写真等の数が２以下であること。 

 (イ) 第１７条に規定する建築物等の立面に対する写真等の面積の合計の割合が，条

例別表第２の左欄に掲げる区分に応じ，同表の右欄に掲げる割合の２分の１以下

であること。 

 別表第３ １独立型屋外広告物等の項第２号イ中「及び沿道型第５種地域特定第２地区」

を「，沿道型第５種地域特定第２地区」に改め，同項第３号イ及び第４号中「，沿道型第

６種地域内」を「及び沿道型第６種地域内」に改め，同表１備考１を削り，同備考２を同

備考とし，同表２照明付きの屋外広告物又は掲出物件の項中第１号を削り，第２号を第１

号とし，第３号から第１２号までを１号ずつ繰り上げ，同項第１３号中「，沿道型第４種

地域特定地区内」を「及び沿道型第４種地域特定地区内」に改め，同号を同項第１２号と

し，同項第１４号中「，沿道型第４種地域内」を「及び沿道型第４種地域内」に改め，同

号を同項第１３号とし，同表２その他の屋外広告物又は掲出物件の項中第１号を削り，第

２号を第１号とし，第３号を第２号とし，第４号を第３号とする。 

 別表第５中「はり紙」を「貼り紙」に，「はり札」を「貼り札」に改め，同表を別表第７

とする。 

 別表第４を別表第６とし，別表第３の次に次の２表を加える。 

別表第４（第２３条関係） 

 

 

 

 

 

区    分 技  術  的  細  目 

 次に掲げる基準のいずれかに適合していること。 

  表示面が次に掲げる基準に適合していること。 

ア 屋外広告物の面積に対する表示面のうち特定部分に規制対

象色を使用する部分の面積（以下「特定面積」という。）の



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１種地域，歴史

遺産型第１種地域

及び歴史遺産型第

２種地域 

 

 割合が，１０分の２未満であること。 

イ 特定部分の色の彩度が，次に掲げる色相の区分に応じ，そ

れぞれ次に掲げる数値を超えるものでないこと。 

（ア）Ｒ，ＧＹ，Ｇ，ＢＧ，Ｂ，ＰＢ，Ｐ及びＲＰ ８ 

（イ）ＹＲ及びＹ １０ 

  次に掲げる基準に適合していること。 

ア 最上部の高さが４メートル以下であること。 

イ 建築物等定着型屋外広告物等である屋外広告物にあって

は，当該屋外広告物の特定面積と建築物等の１の立面に存す

る他の建築物等定着型屋外広告物等（前号，次号又は第４号

に掲げる基準のいずれかに適合するものを除く。以下同じ。）

の特定面積の合計が０．５平方メートル以下であること。 

ウ 独立型屋外広告物等である屋外広告物にあっては，当該屋

外広告物の特定面積と区画内に存する他の独立型屋外広告

物等（前号，次号又は第４号に掲げる基準のいずれかに適合

するものを除く。以下同じ。）の特定面積の合計が０．５平

方メートル以下であること。 

  伝統的な意匠の建築物と調和した和風の意匠ののれんである

こと。 

  表示が公益，慣例その他の理由によりやむを得ないもので，

景観上支障がないと認められるものであること。 

 

 

 

 

第２種地域，第３

種地域，沿道型第

１種地域，沿道型

第１種地域特定地

区，沿道型第２種 

次に掲げる基準のいずれかに適合していること。 

  屋外広告物の面積に対する特定面積の割合が，１０分の２未

満であること。 

  次に掲げる基準に適合していること。 

ア 最上部の高さが４メートル以下であること。 

イ 建築物等定着型屋外広告物等である屋外広告物にあって

は，当該屋外広告物の特定面積と建築物等の１の立面に存す

る他の建築物等定着型屋外広告物等の特定面積の合計が１

平方メートル以下であること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域，沿道型第２

種地域特定地区及

び沿道型第３種地

域特定地区 

ウ 独立型屋外広告物等である屋外広告物にあっては，当該屋

外広告物の特定面積と区画内に存する他の独立型屋外広告

物等の特定面積の合計が１平方メートル以下であること。 

  伝統的な意匠の建築物と調和した和風の意匠ののれんである

こと。 

  表示が公益，慣例その他の理由によりやむを得ないもので，

景観上支障がないと認められるものであること。 

 

 

 

 

 

 

沿道型第４種地域

特定地区及び沿道

型第５種地域特定

第１地区 

次に掲げる基準のいずれかに適合していること。 

  屋外広告物の面積に対する特定面積の割合が，１０分の３未

満であること。 

  次に掲げる基準に適合していること。 

ア 最上部の高さが４メートル以下であること。 

イ 建築物等定着型屋外広告物等である屋外広告物にあって

は，当該屋外広告物の特定面積と建築物等の１の立面に存す

る他の建築物等定着型屋外広告物等の特定面積の合計が１

平方メートル以下であること。 

ウ 独立型屋外広告物等である屋外広告物にあっては，当該屋

外広告物の特定面積と区画内に存する他の独立型屋外広告

物等の特定面積の合計が１平方メートル以下であること。 

  伝統的な意匠の建築物と調和した和風の意匠ののれんである

こと。 

  表示が公益，慣例その他の理由によりやむを得ないもので，

景観上支障がないと認められるものであること。 

 

 

 

 

第４種地域，第５

種地域及び沿道型

第３種地域 

次に掲げる基準のいずれかに適合していること。 

  屋外広告物の面積に対する特定面積の割合が，１０分の３未

満であること。 

  次に掲げる基準に適合していること。 

ア 最上部の高さが４メートル以下であること。 

イ 特定面積が１平方メートル以下であること。 

ウ 他の屋外広告物に隣接していないこと。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考１ 「規制対象色」とは，彩度が，別表第５の左欄に掲げる区分に応じ，同表の

右欄に掲げる数値を超える色をいう。 

  ２ 「特定部分」とは，表示面のうち，文字又は記号を表示する部分及び着色さ

れていない木製又は石製の部分を除いた部分をいう。 

別表第５（第２３条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   伝統的な意匠の建築物と調和した和風の意匠ののれんである

こと。 

  表示が公益，慣例その他の理由によりやむを得ないもので，

景観上支障がないと認められるものであること。 

 

 

第６種地域，第７

種地域，沿道型第

４種地域，沿道型

第５種地域，沿道

型第５種地域特定

第２地区及び沿道

型第６種地域 

次に掲げる基準のいずれかに適合していること。 

  屋外広告物の面積に対する特定面積の割合が，１０分の５未

満であること。 

  次に掲げる基準に適合していること。 

ア 最上部の高さが４メートル以下であること。 

イ 特定面積が１平方メートル以下であること。 

ウ 他の屋外広告物に隣接していないこと。 

  伝統的な意匠の建築物と調和した和風の意匠ののれんである

こと。 

  表示が公益，慣例その他の理由によりやむを得ないもので，

景観上支障がないと認められるものであること。 

彩        度 

区       分 
色相が

Ｒであ

る色 

色相が

ＹＲで

ある色

色相が

Ｙであ

る色 

色相がＧＹ，Ｇ，Ｂ

Ｇ，Ｂ，ＰＢ，Ｐ又

はＲＰである色 

第１種地域，第２種地域，第３種地

域，沿道型第１種地域，沿道型第１

種地域特定地区，沿道型第２種地域，

沿道型第２種地域特定地区，沿道型

第３種地域特定地区，歴史遺産型第

１種地域及び歴史遺産型第２種地域

６ ６ ４ ２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は，平成２３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正後の京都市屋外広告物等に関する条例施行規則（以下「改正後の

規則」という。）の規定は，この規則の施行の日以後の京都市屋外広告物等に関する条

例第９条第１項，第３項又は第５項の規定による許可の申請について適用し，同日前の

申請については，なお従前の例による。 

３ 改正後の規則第２３条の規定は，この規則の施行の際，現に適法に表示されている屋

外広告物及びその掲出物件については適用しない。 

 

（都市計画局都市景観部市街地景観課） 

     

第４種地域，第５種地域，第６種地

域，第７種地域，沿道型第３種地域，

沿道型第４種地域，沿道型第４種地

域特定地区，沿道型第５種地域，沿

道型第５種地域特定第１地区，沿道

型第５種地域特定第２地区及び沿道

型第６種地域 

６ ８ ８ ８ 

 


